
＜鹿島中学校 学校だより＞

スローガン（目標に向かって、今この瞬間を努力しよう） ～あいさつは 心の絆 あいさつで 心を磨く～

車輪梅 【平成２８年１１月号②】

《重点目標》 『夢の実現に向けて、主体的に行動できる生徒』

「インターネットなどへの依存 注意？ 警告？」
ソーシャルメディアの進展やスマートフォンの急速な普及により、利便性が向上する一方で、ネットの

長時間利用により実生活に悪影響が出る、いわゆる「ネット依存」と呼ばれる事例が一部で問題となって
います。総務省情報通信政策研究所では、東京大学大学院情報学環橋元良明教授ほかの協力を得て、若年
層のインターネットの利用やネット依存につながる傾向への影響を把握するため、オンラインアンケート
を実施しました。今回、その一部を掲載させていただきます。（全国の10,4299サンプルに事前アンケートを配
信し、小・中・高校生および大学生・社会人（25歳まで）を抽出。回収合計2,609名）
この機会に、家族でネットに関わる話題を共有し、家庭で使用する際の約束事を決めてみましょう。

37.1
31.9

11.2 9.4 8.8 7.8 6.2 5.2 4.5 2.2 1.7 0.9 0.3

42.8

40.9

18.1

12.6 12.1 12.1 10.7
7.9

4.7 3.7 3.3 2.3 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0

20.9

【 ネットを利用するために何をする時間を犠牲にしているか 】 複数回答（％）

●全体では、ネットを利用するために犠牲にしている時間が
ある人は57.2％と過半数。最も高いのは「睡眠時間」37.1％、
次いで「勉強の時間」31.9％。

【ネット利用時間が減った理由（3 ヶ月前と比較して利用時間が減った」と回答した者を対象）】

●全体では「現実生活が忙しくなった」との回答が40.9％で最も高く、
「家族に注意された」18.1％、「自分でやり過ぎだと思った」12.6％
と続く。
●学齢別に見ると、中学生から大学生は「現実生活が忙しくなった」が最
も高い。社会人は「現実での生活環境が変化した」が最も高い。
学齢が低い小中学生は「家族に注意された」の割合も高い。

益々寒くなりますので健康にご留意を


